

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一’一一一一一 A－一一一一A－’一一一’A’ 一一 一一
w






















































一一 AA．人．ープチ 一ー一一－一一－一一一一一一一一’－…”…・… 「－－ ’’’’” 1’ ■?
?「｝F’「一 一．一＾一＾＾．＾，φ，今ウ’，ず一一w－－一一　声 r i
．　　　F　　　，　　　．　　　「　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　，　　　， ‘　　　　　　． ，　　　．　　　　　　　」　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　． ．　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　」　　　‘ ‘　　　，
















































































































??????〜?????? ?? ．、、? 、?? ． ??? ?????? ? ．? ? ??」〕 ???? ? ??? 「??? 、? ＝「???? 、〉?」? ．? 、 〜??? ????? ? ．
丈??????、????
?? 、　　コ、???
??，??．㌔〉，．、????????????? ?。? ???? 〉??? ?、?　
　??、???????
??????????? ? 〉? 、 ??? ? ?〉、．?、〉???、?（） ? 、 〜? 〉?　????? ?????　　???㍉、、???
















































































下流低地（北桧山） 中流低地（今金） 花粉化石　　桜川低地｛8｝ 東京低旭軌Od 相糟嚢欝櫟｝
　一a
Ko－d
B－Tm
Ko－9
　　　　　　●320土90（W）砂礫（F）
　　　　　　●960土80（P）
シルト（F）
　　　　　　　　　　堆積環境砂（F）　　　　　　（珪藻化石）
今
??
上
部
?????
?
飯
??
　部
　貝
　北
　条
　部
5－　●　■　●
　下
　部?????????
上
部???????????
　　馴ピ蒜Dy　　　　　　81溜錫゜
　　　　輪ぽ8圭38　　　　　　●2940土100
Do
　　　　　　●5550士120
　　　　　黒
　　　　　ボ　　　　　　●7000士140　　■ク
　　＝土
Py新砂丘
Do：旧砂丘
Hy新期クロスナ層
Ho：旧期クロスナ層
??
一一一一一一一一一一一
　コナラ属コナラ亜属
　　　　一
　　ハンノキ属
　　　（Os－M）
一一一一一一一一一一一　　クルミ属　一
　　カバノキ属一一一
　　　・、（°s一川）
●9590士290（P）
砂礫（F）
　　　　　●2640士80（W）
　　　　　●3850士70（W）●　■　■　一　■　一　■　一　■　一　■　一　■　一
有機質シル
?????》，?〜??（????????）????????????）??????????（?????????）??（????????????????????????????????????????）???????????（??
有楽町（縄文）
海進
Younger　Dryas
Event
七号地海進
　5
10
15
20
■　一　■　一　■　■　■　■　■　●　■　■
シルト（M）
砂・シルト
（F→M）
砂礫（F）■　■　■　一　■　■　■　一　■　一　■　一
泥炭質シルト
（M）
シルト質砂
（F）
泥炭質シルト
（M）
泥炭
（F）
砂礫（F）
?
一一一一一一一一一一一一
　　　　一一一一一｝
　　　　一一一一一一一！　　　ノ　（OS－ID－一一
、ンノキ眉一カバノキ眉一一一一一一一一一一
　　カラマツ属
　　　一
ヱ当騨櫛東亜属　　　、　　　　、　（OS－1）　　　　一一一一一一
HBG●　●　■　一
寧
土
井
?????????
　　　●10510士190（P）
　　　●16390土280（P）
　　　●16980士320（P）
　　　●18070士400（P）
埋没河成段丘堆積物
砂礫F
1
HBG■　一　■　●　■　一
下
大
??????????????
HBG■　■　一　一　■　■　■
七
号
地
層
BG－　■　一　一　一　一　■
■　■　■　■　■　一　■　一　■　一　■　一　■　一　■　一
砂礫（F）■　■　■　一　一　一　●　一　■　一　■　一　■　■
埋没河成段丘堆積物
砂礫（F）
?㍉、㌦????????…‖????????????????
m遠藤ほか（1996），②鈴木ほか（1997），｛3齢木（1992），｛4漣藤（1984），15〕鈴木（1990），｛6齢木（1993），（7｝Suzuki＆Yoshi　kawa（1997），｛8）鈴木ほか（1993），（9｝Endoθf　a’．（1982），傾遠藤ほか（1983），111）遠藤・小杉（1990）
＊数字はC－14年代　（w）：材化石，（P）：泥炭　　（F）：淡水成の環境，（M）：海水成の環境　　　1：後背湿地，11：内湾，lll：海進期，　lV：後背湿地，　　BG：沖積層基底礫層，
Os－a：渡島大島aテフラ（西暦1741～2年），　Kひd：駒ヶ岳dテフラ（西暦1640年），　B－Tm：白頭山苫小牧テフラ（1～2ka），　Kひg：駒ヶ岳gテフラ（5～6ka）
図8　渡島半島，江差・瀬棚海岸及び後志利別川流域低地と関東平野における更新世末期以降の環境変遷
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と以下の通りである。
（1）寧土井層の基底礫層は沖積層の埋没谷の基底に堆積していること，基底礫層直上の泥炭層の
C－14年代が約1．8万年前を示すことなどから沖積層基底礫層（BG：井関，1975；Kaizuka∂α1．，
1977）に対比される。BGは，約1．8～2．0万年前の最終氷期最寒冷期に向かって海水準が一100m前
後まで低下していった間の下刻する過程の中で形成されたと考えられ（遠藤ほか，1983；鈴木ほ
か，1993），寧土井層の基底礫層も同様な環境下で形成されたと推定される。
（2）寧土井層の基底礫層直上の泥炭層は最終氷期最寒冷期に形成されたと推定される。また，その
上位の有機質シルト層と有機質砂層の互層は最終氷期最低海面期から一転して急激な海面上昇にと
もなって形成された堆積物である。この海面上昇は東京低地では七号地海進と呼ばれている（遠藤
ほか，1983）。以上のことは，寧土井層の花粉化石群がBG上位の泥炭層ではカラマツ属，トウヒ
属，マツ属単維管束亜属，カバノキ属，コケスギランなどから構成される亜寒帯林を示すが，泥炭
層上位の砂泥互層ではクルミ属，カバノキ属などを主とする冷温帯落葉広葉樹林を示すこと，珪藻
化石群集から泥炭層の形成後，一時的な小海退があるがものの急激な海面上昇による海成層の形成
がなされたことなどからも裏付けることができる。したがって，本層の上部は比較的寒冷な時期か
ら温暖な時期に移り変わる環境下で形成された堆積物で構成されている。なお，このような堆積物
の特徴からBG及びその上位の泥炭層，有機質シルト層，有機質砂層の互層などの谷埋め堆積物で
ある寧土井層は，青木・柴崎（1966）によって提唱され，その後，BGを含めた谷埋め堆積物とし
て遠藤ほか（1983）により再定義された東京低地の七号地層に対比される。
（3）寧土井層堆積後，比較的短期間に寒冷化するとともに海水準が低下し，寧土井層最上部を削り
込んだ浅い谷の基底に砂礫層～粗粒砂層が堆積する。この砂礫層からは年代資料は得られていない
が，この砂礫層直下の寧土井層最上部の年代が10，510±190yrs．　B．P．（GaK－17079）を示すことか
ら完新世基底礫層（HBG：Endo∂α1．，1982）に対比される。また，このような砂礫層を形成する
ような急激な環境変化は，西欧で認められているYounger　Dryas　Event（Iversen，1954）相当す
るものと推定され，ほぼこの時期が更新世と完新世の地質時代の境界になると思われる。
（4）今金層下部層上部の標高一3～－9mに堆積する青灰色シルト層は，直接的な証拠は得られて
いないが，層相から有楽町（縄文）海進によってもたらされた堆積物と推定される。このことは，
後志利別川河口から約5㎞上流の左岸低地に位置するうぐい沼の約5．8m下の沼底より内湾性種の
海成の珪藻化石を含む堆積物が検出され，この付近まで縄文の海が進入していたことが認められて
いる（小野・五十嵐，1991）ことからも支持される。縄文海進の最盛期以降，海水準が低下すると
ともに後志利別川の河成作用が活発になり砂礫層からなる今金層上部層が形成されたと推定され
る。なお，HBGを含めた縄文海進によってもたらされた今金層下部層は東京低地の有楽町層下部
層，それ以降の河成堆積物で構成されている今金層上部層は有楽町層上部層にそれぞれ対比される
ものと推定される。
おわりに
　今回の研究により，後志利別川中流低地の沖積層はBGを基底として最終氷期最寒冷期前後及び
その後の七号地海進の時代に形成された寧土井層とHBGを基底として縄文海進及びそれ以後に形
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　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木正章ほか
成された今金層下部層の2サイクルの堆積構造を持つことが明らかになった。この関係は関東平野
の低地の地下に広がる沖積層の七号地層とその上位の有楽町層との関係と一致し，遠藤ほか
（1983）によって提唱された沖積層の“二段重ね構造”と調和的である。
　今後，さらに花粉や珪藻分析に基づく古環境データを加え，後志利別川低地全体に広がる沖積層
の形成過程や同低地の更新世末期から完新世にかけての連続的な古環境変遷などにっいて検討する
予定である。
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Environmental　Changes　in　the　Shiribeshi－T　oshibetsugawa
I、owland　Hokkaido，　Japan　since　the　Latest　Pleistocene
Masaaki　SuzuKI＊1，　Masanobu　YosHIKAwA＊2　and　Taisuke　MuRATA＊3
This　paper　discusses　environmental　changes　in　the　Shiribeshi－Toshibetsugawa　Low・
land，　South　Hokkaido．　In　this　lowland，　stratigraphical　studies　irlcluding　tephras　and
C－14dates，　and　paleoenvironmental　studies　of　pollen　and　diatom　analyses　clarified
environmental　changes　from　the　latest　Pleistocene　to　the　Holocene（Suzuki，1993）．
　　In　the　geologic　profile　along　the　Shiribeshi－Toshibetsugawa　Lowland，　valley　fill
deposits　consisting　of　the　Netoi　and　the　Imakane　Formations　were　more　than　40　meters
thick，　and　filled　the　deep　valley　undercutting　river　terraces．
　　The　lower　valley　fill（the　Netoi　Formation）has　the　basal　gravel（BG）of　5　meters　in
thickness．　A　peat　layer　with　radiocarbon　ages　of　about　16，000－18，000　yrs．　B．P．　covers
BG．　Upper　part　of　the　Netoi　Formation　cosisits　of　organic　silt　and　silty　sand，　and　is
dated　at　about　11，000－16，000　yrs．　B．P．
　　After　eroding　the　upper　part　of　the　Netoi　Formation，　the　Imakane　Formation
deposited　with　unconformity．　The　Irnakane　Formation　is　subdivided　into　the　upper　and
the　lower　units　and　has　basal　gravel　at　its　base，　corresponding　to　the　basal　gravel　of　the
Holocene（HBG：ca，10，000－11，000　yrs．　B．P．）．　This　short　period　characterized　by　active
fluviation　corresponds　to　the　Younger　Dryas　Event　in　age．
　　　The　Yurakucho（Jomon）transgression　invaded　into　the　lower　reaches　of　the　Shiribe－
shi－Toshibetsugawa　Lowland　to　form　the　marine　portion　of　the　lower　unit　of　the
Imakane　Formation，　whose　sedimentary　environment　changed　to　a　fluvial　one　toward
the　middle　reaches．　The　upper　unit　of　the　Imakane　Formati皿is　mainly　fluvial　sand　and
gravel　deposit，　and　its　age　from　4，000　yrs．　B．P．　to　present．
　　　Outline　of　the　environm、ental　change　is　as　follows，
（1）The　peat　layer　of　the　lower　Netoi　Formation　is　characterized　by　subarctic　coniferous
　　forest　with　high　percentages　of　Lαγ㌘and　P勿μs　subgen．、仇測α切oη．　This　horizon　is
　　corresponds　to　the　coldest　phase　of　the　last　glaciation．
（2）The　upper　Netoi　Formation，　composed　of　organic　silt　and　silty　sand，　is　characterized
　　by　transitional　vegetation　with　high　percentages　of／11ημs　and．8ε’μ似in　the　lower
　　Upper　part　and　by　cool－temperate　deciduous　broad・leaved　forests　with　an　increase　of
　　吻9似η∫and、Bθ㍑似in　the　upPer　UpPer　part．
（3）The　lower　Imakane　Formation，　composed　of　marine　silt　is　characterized　by　cool・
　　temperate　deciduous　broad－leaved　forests　with　increase　of　Qμθπμs　subgen．　Lε一
　　カゴ40bα似タzz／s　and／11κz／s．
　　　The　environmental　changes　during　the　latest　Pleistocene　and　the　Holocene　in　the
Shiribeshi－Toshibetsugawa　Lowland　is　similar　to　those　of　the　Tokyo－Nakagwa　Low・
lands（Endoε》α1．，1982）．
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